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モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
ション
の
発
展
に
の
り

急
激
な
拡
大
を
見
せ
る
成
長
期
の
は
じ
ま
り

昭
和
20
年
代
も
後
半
に
入
る
と
、
戦
争
の
痛
手
か
ら
立

ち
直
り
、
遠
州
自
慢
の
や
ら
ま
い
か
精
神
を
発
揮
し
た
多

く
の
オ
ー
ト
バ
イ
メ
ー
カ
ー
が
芽
を
出
し
は
じ
め
た
。
当

社
の
近
辺
で
は
、
可
美
村
の
鈴
木
式
織
機
株
式
会
社
（
の

ち
に
鈴
木
自
動
車
工
業
㈱
、
現
ス
ズ
キ
㈱
）
が
、
昭
和
28

年
に
60
Ｃ
Ｃ
の
原
付
自
転
車「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
リ
ー
号
」

を
発
表
。
こ
れ
に
続
き
、
昭
和
29
年
に
は
90
Ｃ
Ｃ
の
「
コ

レ
ダ
Ｃ
Ｏ
型
」
が
発
表
さ
れ
た
。

当
社
と
鈴
木
自
動
車
と
の
取
引
は
、
距
離
的
に
近
か
っ

た
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
生
産
の
中
心

が
織
機
か
ら
自
動
車
へ
と
移
り
つ
つ
あ
っ
た
鈴
木
自
動
車

側
が
、
優
れ
た
加
工
技
術
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
も
影

響
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
鈴
木
自
動
車
工
業
70
年
史
に

お
け
る
以
下
の
記
述
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

時
代
の
代
わ
り
目
を
見
き
わ
め

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
事
業
を
転
換

スズキ初の完成車「コレダCO型」をマイナーチェンジした「コレダ125ST1型」（昭和30年発売）。
当社は昭和29年にコレダ125型の試作工場となっている。

日本で初めてFF（フロントエンジン・フロントドライブ）を採用した軽四輪車「スズ
ライト」。その商品化には、当社の技術も貢献した。

昭
和
29
年
〜
40
年

昭
和
28
年
、
当
社
は
鈴
木
自
動
車
の
協
力
工
場
と
な
り
、

翌
29
年
に
は「
コ
レ
ダ
１
２
５
型
」の
試
作
工
場
と
な
っ
て

フ
ォ
ー
ク
ギ
ヤ
シ
フ
ト
を
生
産
。
30
年
に
は
軽
四
輪
車
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
２
サ
イ
ク
ル
３
６
０
Ｃ
Ｃ
の
「
ス

ズ
ラ
イ
ト
」
の
部
品
試
作
を
全
面
的
に
引
き
受
け
て
、
自

動
車
部
品
、
軽
四
輪
部
品
の
専
門
工
場
と
な
っ
た
。

■
生
産
技
術
の
革
新

…
…
一
九
五
八
（
昭
和
33
）
年
ご
ろ
か
ら
、
生
産
現
場
で
は

二
輪
車
、
四
輪
車
の
生
産
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
織
機

部
品
の
製
造
に
は
な
か
っ
た
加
工
技
術
を
必
要
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
増
大
す
る
生
産
量
を
消
化
す
る
た
め
に
、
あ
る
部
品

は
熱
処
理
加
工
や
研
削
加
工
を
必
要
と
し
、
あ
る
部
品
は
そ
の

た
め
の
専
用
機
が
な
け
れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
格
段

の
技
術
革
新
が
必
要
で
あ
っ
た
。

（
鈴
木
自
動
車
工
業
70
年
史
よ
り
）

ミ
シ
ン
部
品
を
全
廃
し
、
自
動
車
部
品
へ
と
生
産
の
主

軸
を
移
し
た
昭
和
29
年
、
こ
の
年
の
売
上
げ
は
前
年
の
92

％
止
ま
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
翌
30
年
か
ら
猛
烈
な
勢
い

で
回
復
し
は
じ
め
、
29
年
の
９
９
５
万
円
に
対
し
、
30
年

は
１
３
７
８
万
円
、
翌
々
年
の
32
年
に
は
３
１
７
８
万
円

と
３
年
間
で
３
倍
以
上
の
伸
び
を
見
せ
、
ミ
シ
ン
か
ら
自

動
車
へ
の
決
断
が
実
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
な
さ
れ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。



ミ
シ
ン
部
品
か
ら
自
動
車
部
品
へ
の
移
り
変
わ
り
は
、

技
術
面
で
は
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
振
り
返
っ
て
当
時

の
従
業
員
の
一
人
は
「
ミ
シ
ン
部
品
と
比
較
す
る
と
精
度

的
に
楽
な
感
じ
が
し
た
」
と
い
う
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
も
大
変
だ
っ
た
の
は
製
造
に
必
要
な
機
械
、
特

に
専
用
機
を
作
る
こ
と
だ
っ
た
。
前
の
時
代
に
引
き
続
き

国
産
の
専
用
機
な
ど
な
い
頃
で
、
高
額
な
輸
入
品
に
は
到

底
手
が
出
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
こ
で
も
当
社
の
自
前
の
技

術
が
大
い
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。

小
楠
剛
一
が
昭
和
55
年
に
ま
と
め
た
「
株
式
会
社
小
楠

金
属
工
業
所
／
技
術
開
発
の
概
要
集
―
創
業
以
来
の
創
意

工
夫
・
技
術
開
発
の
歩
み
―
」
に
よ
る
と
、
日
本
で
初
め

て
Ｆ
Ｆ
（
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ジ
ン
・
フ
ロ
ン
ト
ド
ラ
イ
ブ
）

方
式
を
採
用
し
た
「
ス
ズ
ラ
イ
ト
」
の
商
品
化
に
あ
た
り
、

剛
一
自
ら
技
術
を
考
案
し
、
実
用
に
供
し
て
い
る
。
そ
の

一
例
を
概
要
集
か
ら
引
用
す
る
と
―
―

こ
の
ほ
か
、
ネ
ジ
部
浸
炭
除
去
技
術
や
カ
ム
送
り
ド
リ

ル
ユ
ニ
ッ
ト
、
高
能
率
重
切
削
フ
ラ
イ
ス
加
工
技
術
な
ど
、

「
ス
ズ
ラ
イ
ト
」の
商
品
化
に
役
立
つ
技
術
が
次
々
と
考
え

出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
努
力
の
か
い
あ
っ
て
、
鈴
木
自
動

車
と
の
取
引
は
日
増
し
に
増
大
。
昭
和
20
年
代
の
後
半
か

ら
30
年
代
の
前
半
に
か
け
て
は
鈴
木
自
動
車
以
外
に
㈱
富

士
鐵
工
所
（
現
㈱
フ
ジ
ユ
ニ
バ
ン
ス
）
を
は
じ
め
数
社
と

取
引
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
相
対
的
に
減
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
34
年
、
鈴
自
協
力
共
同
組
合
の
発
足
か
ら
２
年
後

の
こ
の
年
、
小
楠
剛
一
は
同
組
合
の
理
事
に
就
任
。
鈴
木

自
動
車
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
一
層
深
ま
っ
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。

独
自
の
技
術
を
考
案
し
、

「
ス
ズ
ラ
イ
ト
」の
商
品
化
に

貢
献

｢株式会社小楠金属工業所／技術開発の概要集」に描かれた内径スプライン加工技術の設計図面。
スズライトの製造に役立てた。

技
術
開
発
成
果
の
名
称：

内
径
ス
プ
ラ
イ
ン
加
工
技
術

考
案
年
次：

昭
和
34
年

ス
ズ
キ
Ｔ
Ｌ
（
ス
ズ
ラ
イ
ト
）
の
Ｆ
Ｆ
車
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ス
ズ
キ
の
強
い
要
請
に
基
づ
き
、

従
来
の
旋
盤
を
利
用
し
た
横
式
ブ
ロ
ー
チ
で
は
、
精
度
も
悪
く
、

生
産
能
力
も
な
か
っ
た
の
で
、
縦
式
の
ブ
ロ
ー
チ
盤
を
導
入
し
、

以
後
の
内
径
ス
プ
ラ
イ
ン
加
工
の
基
礎
を
つ
く
り
、
今
日
の
Ｆ

Ｆ
車
の
先
駆
と
も
云
え
る
ス
ズ
ラ
イ
ト
の
商
品
化
に
大
い
に
寄

与
し
た
。
具
体
的
に
は
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ジ
ョ
イ
ン
ト
内
径
ス
プ

ラ
イ
ン
構
造
の
ス
ズ
キ
設
計
の
要
望
に
対
し
、
こ
の
技
術
を
も

っ
て
分
割
構
造
で
対
応
し
た
。

現
在
地
に
全
面
移
転
し

本
格
的
な

生
産
力
増
強
を
は
か
る

昭
和
35
年
、
旧
東
海
道
の
南
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
、
そ
れ
と
並
行
し
て
国
道
１
号
線
が
開
通
。
当

時
、「
浜
の
松
の
み
ど
り
を
間
近
に
、
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
が

楽
し
め
る
ハ
イ
ウ
エ
ー
」
と
形
容
さ
れ
た
新
国
道
の
開
通

に
先
立
ち
、
こ
の
年
の
早
々
か
ら
当
社
の
新
工
場
建
設
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

新
国
道
沿
い
篠
原
中
学
校
南
側
の
敷
地
は
交
通
の
便
に

恵
ま
れ
、
環
境
的
に
も
非
常
に
よ
い
場
所
で
、
こ
こ
に
１

３
０
０
坪
余
り
の
土
地
を
取
得
し
、
現
在
に
い
た
る
当
社

の
成
長
の
基
盤
が
か
た
ち
作
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

新
工
場
の
操
業
ま
で
に
は
10
カ
月
ほ
ど
を
要
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
坪
井
新
田
お
よ
び
国
方
の
第
二
工
場
か
ら
生
産

能
力
の
す
べ
て
を
移
転
し
、
昭
和
35
年
11
月
か
ら
全
面
操

業
を
開
始
し
た
。
新
工
場
の
施
設
は
、
機
械
工
場
４
０
０

坪
（
１
３
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）、
熱
処
理
工
場
40
坪
（
１

３
２
平
方
メ
ー
ト
ル
）、
変
電
室
７
・
５
坪
（
24
・
75
平
方

メ
ー
ト
ル
）、
固
形
浸
炭
炉
２
基
、
液
体
浸
炭
炉
２
基
、
小

口
自
家
変
電
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
な
ど
。
こ
こ
に
、
ワ
シ
ノ
外

研
２
台
、
遠
州
フ
ラ
イ
ス
３
台
、
自
家
製
の
専
用
フ
ラ
イ

ス
５
台
な
ど
の
新
鋭
工
作
機
械
を
は
じ
め
、
ド
イ
ツ
製
の

自
動
旋
盤
や
普
通
旋
盤
、
横
・
縦
フ
ラ
イ
ス
盤
、
円
筒
研

磨
盤
な
ど
１
０
０
台
余
り
の
工
作
機
械
を
据
付
け
た
。

「
南
側
は
総
ガ
ラ
ス
張
り
、
工
場
内
部
は
実
に
明
る
く
、

機
械
が
整
然
と
な
ら
ん
で
い
る
。
採
光
に
も
相
当
の
考
慮

が
払
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
当
時
の
地
元
誌
は
伝
え

て
い
る
。



「
私
自
身
、
ご
承
知
の
ご
と
く
学
歴
も
何
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
誠
意
を
も
っ
て
物
事
に
当
た
れ
ば
必
ず
む
く
わ
れ

る
時
が
あ
る
…
…
と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
つ
ね
づ
ね
従
業
員
に
も
『
何
事
も
誠
実

で
あ
れ
』
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
日
常
生
活
を
送
る
よ
う
話

し
て
お
り
ま
す
」。

昭
和
36
年
、
地
元
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
小
楠

剛
一
が
語
っ
た
言
葉
ど
お
り
、
当
社
の
事
業
は
堅
実
で
真

面
目
一
徹
の
も
の
だ
っ
た
。
軽
四
輪
ブ
ー
ム
に
の
っ
た
鈴

木
自
動
車
か
ら
の
増
産
要
請
に
も
、
次
々
に
独
自
の
技
術

を
開
拓
し
て
対
応
し
た
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
こ
の
年
考
案
し
た
「
異
形
部
品
ネ

ジ
転
造
用
ワ
ー
ク
回
転
保
持
装
置
」
が
あ
る
。
こ
の
装
置

で
ネ
ジ
の
軸
部
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
的
に
は

不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
タ
ー
レ
ッ
ト
旋
盤
に
よ
る
異
形
部

品
の
ネ
ジ
加
工
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
加
工
の
精
度

が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
ば
か
り
で
な
く
、加
工
時
間
が
５
分

の
１
と
格
段
に
短
く
な
っ
て
、コ
ス
ト
削
減
に
も
貢
献
し
た
。

ま
た
昭
和
38
年
に
は
、
横
浜
市
の
旋
盤
メ
ー
カ
ー
山
田

工
機
と
共
同
で
「
セ
ミ
オ
ー
ト
内
面
研
削
盤
」
を
開
発
。

オ
ー
ト
バ
イ
の
ギ
ヤ
シ
フ
ト
フ
ォ
ー
ク
を
専
門
に
内
研
加

工
す
る
も
の
で
、
当
時
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
た
輸
入
の

内
研
盤
に
比
べ
５
分
の
１
程
度
の
コ
ス
ト
で
製
作
し
た
。

余
談
な
が
ら
、
山
田
工
機
は
こ
れ
を
機
に
本
格
的
に
内
研

盤
の
製
作
販
売
に
の
り
出
し
、
の
ち
に
中
小
企
業
向
け
の

市
場
を
中
心
に
そ
の
地
位
を
確
立
し
た
。

も
の
が
で
き
れ
ば
売
れ
た
時
代
背
景
の
な
か
で
、
当
社

は
品
質
追
求
の
姿
勢
を
貫
き
通
し
た
。
こ
れ
が
厚
い
信
頼

の
獲
得
に
結
び
付
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ジョイントピースとドライブシャフト。
右は、｢株式会社小楠金属工業所/技術
開発の概要集」に描かれた高能率重切
削フライス加工技術の設計図面。

こ
の
頃
、
当
社
は「
ス
ズ
ラ
イ
ト
３
６
０
Ｔ
Ｌ
」の
ジ
ョ

イ
ン
ト
ピ
ー
ス
の
加
工
を
手
掛
け
て
い
た
が
、
当
時
の
フ

ラ
イ
ス
盤
で
は
十
分
な
切
削
が
で
き
ず
、
技
術
開
発
の
必

要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
ド
イ
ツ
製
の
中
古
フ
ラ

イ
ス
盤
を
購
入
し
、
市
販
工
具
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
し

て
独
自
の
技
術
を
考
案
。
高
精
度
切
削
を
可
能
に
し
て
鈴

木
自
動
車
か
ら
の
要
請
に
応
え
て
い
る
。
折
し
も
鈴
木
自

動
車
が
軽
四
輪
の
量
産
化
に
力
を
入
れ
は
じ
め
、
安
定
品

質
の
大
量
生
産
が
望
ま
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
ド

イ
ツ
製
フ
ラ
イ
ス
盤
を
中
心
に
し
た
こ
の
「
高
能
率
重
切

削
フ
ラ
イ
ス
加
工
技
術
」
の
確
立
を
契
機
に
、
当
社
の
技

術
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
て
い
く
。

製
品
が
で
き
れ
ば
い
い
と
い
う

時
代
に

真
面
目
に
品
質
を
追
求

昭和35年、現在地に移転した直後の本社工場。
周囲に畑が広がり自然が豊富な環境だった。



工場内に設けた食堂。
従業員の健康を考え、バランスのとれた食事
を提供していた。

昭
和
38
年
５
月
、
鈴
木
自
動
車
が
「
ス
ズ
ラ
イ
ト
フ
ロ

ン
テ
Ｆ
Ｅ
Ａ
」
を
発
売
。
そ
の
直
後
に
鈴
鹿
で
行
わ
れ
た

第
１
回
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
自
動
車
レ
ー
ス
に
出
場
し
て
、

軽
四
輪
部
門
で
上
位
を
独
占
し
た
。
こ
れ
が
ひ
と
つ
の
き

っ
か
け
と
な
っ
て
「
ス
ズ
ラ
イ
ト
フ
ロ
ン
テ
Ｆ
Ｅ
型
」
は

急
速
に
ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
当
社
は

ス
ズ
ラ
イ
ト
の
試
作
時
よ
り
技
術
協
力
を
続
け
て
お
り
、

フ
ロ
ン
テ
Ｆ
Ｅ
Ａ
で
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
な
ど

重
要
保
安
部
品
を
製
造
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
車

種
の
人
気
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
以
前
に
も
ま
し
て
大
き

な
増
産
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。

時
流
を
見
き
わ
め
、

積
極
的
な
設
備
投
資
に
よ
り

３
年
間
で
売
上
倍
増

小型乗用車｢スズライトフロンテ」は人気車種となり、当社も増産対応に追われた。

こ
の
頃
業
界
で
は
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
使
っ
た
倣
い
加

工
が
主
流
に
な
り
は
じ
め
た
。
当
社
も
、
普
通
旋
盤
に
倣

い
装
置
を
つ
け
て
、
そ
の
効
果
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
い

た
。
曲
面
や
多
段
加
工
が
自
動
旋
削
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
画
期
的
な
省
人
化
を
果
た
し
、
膨
ら
む
一
方
の

生
産
要
請
に
も
見
事
に
対
応
し
た
の
で
あ
る
。

当
社
の
積
極
的
な
設
備
投
資
と
独
自
路
線
を
ゆ
く
技
術

展
開
は
、
当
時
で
も
話
題
に
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
参
考
ま

で
に
こ
の
頃
の
設
備
投
資
額
を
挙
げ
る
と
―
―

昭
和
34
年
末
…
…
１
３
７
３
万
４
０
０
０
円

昭
和
35
年
末
…
…
３
２
３
０
万
３
０
０
０
円

昭
和
36
年
末
…
…
４
５
２
３
万
２
０
０
０
円

昭
和
37
年
末
…
…
５
３
５
８
万
円

昭
和
38
年
末
…
…
約
７
０
０
０
万
円

現
在
地
に
工
場
を
全
面
移
転
し
た
昭
和
35
年
か
ら
、
わ

ず
か
３
年
間
で
売
上
高
は
倍
増
。
６
４
０
０
万
円
か
ら
１

億
３
６
０
０
万
円
へ
と
い
う
成
長
ぶ
り
は
、
当
時
の
経
済

成
長
率
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
た
。
翌
昭
和
39
年
、
東
海

道
新
幹
線
が
開
通
し
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
年

に
は
、
新
た
に
㈱
共
栄
社
と
の
取
引
が
ス
タ
ー
ト
。
当
社

の
成
長
は
さ
ら
に
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

普通旋盤に倣い装置を取り付け、加工を行った(昭和39年
～42年頃）。その後、自動倣い旋盤を導入した。

品
物
を
作
る
よ
り
人
づ
く
り

従
業
員
を
大
切
に
す
る
経
営
を

実
践

当
社
の
経
営
方
針
は
従
業
員
第
一
で
終
始
一
貫
し
て
い

る
。「
従
業
員
あ
っ
て
の
会
社
で
あ
り
、
会
社
の
伸
張
は
従

業
員
の
努
力
、
精
進
に
よ
る
も
の
だ
」
と
い
う
創
業
の
精

神
は
、
現
在
ま
で
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

高
度
成
長
期
に
突
入
し
た
昭
和
30
年
代
の
後
半
か
ら
は
、

慢
性
的
な
人
不
足
の
時
代
が
続
き
、
世
間
一
般
の
風
潮
と

し
て
従
業
員
の
定
着
率
は
低
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
当
社

は
永
年
勤
続
の
社
員
が
多
く
、
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。
工
場
内
の
社
員
食
堂
に
は
「
永
年
勤
続
社
員
表

彰
」
を
授
与
す
る
社
員
の
一
覧
が
は
っ
て
あ
り
、
創
業
以

来
の
永
年
勤
続
者
の
名
前
も
数
多
く
あ
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
昭
和
35
年
に
全

面
移
転
し
た
工
場
は
、
当
時
で
は
珍
し
く
冷
房
の
仕
組
み

を
取
り
入
れ
て
い
た
。
夏
の
暑
い
と
き
に
は
地
下
水
を
汲

み
上
げ
て
ス
レ
ー
ト
葺
き
の
屋
根
に
流
し
た
の
だ
。
ま
た

工
場
内
の
食
堂
に
は
、
デ
コ
ラ
の
テ
ー
ブ
ル
と
従
業
員
の

数
だ
け
椅
子
が
そ
ろ
え
ら
れ
、
正
面
に
は
17
イ
ン
チ
の
テ

レ
ビ
が
据
付
け
ら
れ
て
い
た
。



創
立
20
周
年
を
前
に

楠
寮
竣
工

県
下一の
施
設
と
評
判
を
集
め
る

忙
し
い
合
間
を
ぬ
っ
て
慰
安
旅
行
や
運
動
会
な
ど
も
定

期
的
に
開
か
れ
た
。
慰
安
旅
行
は
昭
和
28
年
頃
か
ら
ほ
ぼ

毎
年
行
わ
れ
、
岡
崎
や
熱
海
、
箱
根
な
ど
近
隣
の
観
光
地

で
楽
し
い
時
を
過
ご
し
た
。
は
で
な
イ
ベ
ン
ト
は
な
か
っ

た
が
、
従
業
員
の
勤
勉
な
勤
務
態
度
に
報
い
る
た
め
に
心

が
配
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
40
年
、
翌
年
の
創
業
20
周
年
を
前
に
、
念
願
の
独

身
寮
が
竣
工
。
遠
く
九
州
方
面
か
ら
も
従
業
員
を
募
集
し

て
い
た
時
期
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階
建
て
の

「
楠
寮
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
身
地
の
若
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

総
建
築
面
積
６
２
８
・
36
平
方
メ
ー
ト
ル
、
１
階
は
和
室

の
集
会
室
、
洋
風
の
会
議
室
、
浴
室
な
ど
が
あ
り
、
数
台

の
電
気
洗
濯
機
が
完
備
さ
れ
た
洗
濯
ル
ー
ム
は
、
楠
寮
の

自
慢
だ
っ
た
。
２
階
、
３
階
は
寮
室
で
全
部
で
18
室
、
当

初
50
名
あ
ま
り
を
収
容
し
た
。
前
庭
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

も
あ
っ
た
。
楠
寮
の
設
備
は
当
時
県
下
一
と
言
わ
れ
、
通

り
掛
か
り
に
写
真
を
撮
っ
て
い
く
人
も
い
た
と
い
う
。

福利厚生面には特に力を入れた。
毎年恒例の社員旅行や運動会などには多くの従業員が参加した。

昭和40年に完成した独身寮「楠寮」。
当時としては豪華なつくりで評判を集めた。
左は寮内の集会室。
楠寮は平成２年に取り壊され、現在は南工場が建てられている。

多くの社員が参加したソフトボール大会。
（前浜にて）



楠寮の完成を伝える地元誌「東海展望」


